



Practices of Discussion in Current Topics for International Students.
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とてもよかった 少しよかった あまりよくなかった よくなかった
69.0% 31.0% 0.0% 0.0%
表３　学生が司会をしたことは学習効果があったか
いい効果があった 少し効果があった あまり効果がなかった 効果はなかった
75.9% 20.7% 0.0% 3.4%
表４　テーマ選びの適切さ
適切だった 少し適切だった あまり適切ではなかった 適切ではなかった
55.2% 37.9% 6.9% 0.0%
表５　その日のディスカッションのテーマについて考えが深くなったか
深くなった 少し深くなった あまり深くならなかった 全然深くならなかった
44.8% 55.2% 0.0% 0.0%
表６　授業の効果について（日本語能力）
　 とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない 全然そう思わない
日本語の語彙が増えた 37.9% 62.1% 0.0% 0.0%
聴解力の向上につながった 34.5% 55.2% 10.3% 0.0%
会話力の向上につながった 34.5% 58.6% 6.9% 0.0%
表７　授業の効果について（日本語能力以外）
　 とてもそう思う 少しそう思う あまりそう思わない 全然そう思わない
話すことへの自信がついた 20.7% 65.5% 13.8% 0.0%
日本語で話すことに積極的になれた 31.0% 62.1% 6.9% 0.0%
クラスメイトとより親しくなれた 37.9% 58.6% 0.0% 3.4%
他人に対する興味が出てきた 24.1% 69.0% 3.4% 3.4%
思考力がついた 44.8% 51.7% 3.4% 0.0%
４．２．２． 授業の効果について
　次に，授業の効果についてのアンケート結果につい
て述べる。
　日本語能力に関しての授業の効果は表６の通りであ
る。「日本語の語彙が増えた」について，「とてもそう
思う」が37.9%，「少しそう思う」が62.1%，「あまり
そう思わない」「全然そう思わない」が０%であった。
「聴解力の向上につながった」について，「とてもそう
思う」が34.5%，「少しそう思う」が55.2%，「あまりそ
う思わない」が10.3%，「全然そう思わない」が０%で
あった。「会話力の向上につながった」について，「と
てもそう思う」が34.5%，「少しそう思う」が58.6%，
「あまりそう思わない」が6.9%，「全然そう思わない」
が０%であった。
　一方，日本語能力以外のコミュニケーション能力の
向上や他者との社会的関係性の構築ができたかどう
か，思考力などについての変化について質問した結果
が表７である。「話すことへの自信がついた」につい
て，「とてもそう思う」が20.7%，「少しそう思う」が
65.5%，「あまりそう思わない」が13.8%，「全然そう思
わない」が０%であった。「日本語で話すことに積極
的になれた」について，「とてもそう思う」が31.0%，
「少しそう思う」が62.1%，「あまりそう思わない」が
6.9%，「全然そう思わない」が０%であった。「クラス
メイトとより親しくなれた」について，「とてもそう
思う」が37.9%，「少しそう思う」が58.6%，「あまり
そう思わない」が０%，「全然そう思わない」が3.4%
であった。「他人に対する興味が出てきた」につい
て，「とてもそう思う」が24.1%，「少しそう思う」が
69.0%，「あまりそう思わない」が3.4%，「全然そう思
わない」が3.4%であった。「思考力がついた」につい
て，「とてもそう思う」が44.8%，「少しそう思う」が
51.7%，「あまりそう思わない」が3.4%，「全然そう思
わない」が０%であった。
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５．成果と課題
　学生たちは自分でテーマを選び，司会をし，授業運
営をしたことに対し，非常によかったと感じていた。
テーマの選択についても概ね適切だったと回答し，満
足している。また，ディスカッションのテーマについ
て考えが深くなったとも回答している。
　テーマの内容は世界で普遍的な社会問題，日本にお
ける社会問題，自分に身近な問題などを選ぶ傾向にあ
る。学生たち自身に議論のポイントを考えさせたとき
なかなかポイントが絞れないグループがあったが，そ
のときは「原因」－「影響」－「解決」型，「二者択
一」型を提示すると整理しやすいことがわかる。
　授業の効果についてのアンケート結果からは，日本
語能力の向上について多少なりとも実感している学生
が多いことがわかる。これは，毎回新しいテーマで
ディスカッションを行ったため，毎回新しい言葉や表
現が出てきたこと，普段多い聴講型授業に比べ，話す
機会が多かったことなどが理由として挙げられる。聴
解力も向上したと感じているのは，学生同士が日本語
を話したり聞いたりすることで教師の発言よりも集中
して聞いていたからかもしれない。実際，授業の中で
は聴講型授業よりもお互いの顔を見てディスカッショ
ンを行っていた。
　日本語能力以外の効果についても全体的に効果が
あったと答えているが，「クラスメイトとより親しく
なれた」について，他の質問項目よりも「とてもそう
思う」の割合が高くなっている。ここから，協働活動
をする上で重要となる社会的関係の構築ができたと感
じた学生が多くいたということがわかる。また，「思
考力がついた」と感じている学生も多い。これは，今
回ニュースを題材に協働学習を行った効果であろう。
ニュースについてその原因を探り，解決方法を考える
ためには論理的な思考力が必要となる。今回，思考力
の向上についてはねらいではなかったが，よい効果の
一つとなった。
　一方，今後の課題もある。第一に，この授業ではベ
トナム人留学生が多く，言葉や議論が難しくなってく
るとベトナム語になってしまうことが多々あった。今
回は協働学習をすることを授業のメインの目標に置い
たため，学生がベトナム語で話しても厳しく注意はし
なかったが，ディスカッション力や異文化理解の向上
を図るなら日本人や他の外国人留学生との協働学習を
行う必要がある。
　第二に，テーマの提示時期についてである。当初は
１週間前までにテーマを決定させ前週の授業で次週の
予告をしようと考えていたのだが，１週間前までに
テーマが決まらないことが多く，予告できなかった。
そのため，学生からはテーマについて内容や言葉を調
べる時間がほしかったという意見が上がった。これに
ついてはどのように対処するか，検討が必要である。
注
１） 出身国はアメリカであるが，英語も日本語も使い
こなせ，授業では日本語で会話していた。
２） 当初，板書も学生にしてもらおうと考えていた
が，学生たちがクラスメイトの意見を聞いて，似
た意見を分類して板書するにはかなり時間がかか
ることがわかった。そのため，議論の時間を充分
取れるよう意見の集約は担当教員がすることにし
た。
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